
33 ��������	
������	
��������

MarchMarch
第第１２１２号号

●p2～5�

この１年�
こんなことがありました�
●p１６～１７�
みんなの広場の広場【ひとこと・Across BordersAcross Borders・風の便り…】�

●p１８～１９�
まちの話題の話題【2・13にいみの日…】�
●p２０～２１�

はつらつ健康広場健康広場【コラム・検診検診日程・休日診療…診療…】�

●p２２～２５�
おしらせ�
●p２６�

HAPPY BIRTHDAY　�

●p2～5�

この１年�
こんなことがありました�
●p１６～１７�
みんなの広場【ひとこと・Across Borders・風の便り…】�
●p１８～１９�
まちの話題【2・13にいみの日…】�
●p２０～２１�

はつらつ健康広場【コラム・検診日程・休日診療…】�
●p２２～２５�
おしらせ�
●p２６�

HAPPY BIRTHDAY　�



2市報にいみ 第１２号
March 2006

　�月��日、大佐山大日高原に健康増進施設「風の

湯温泉」がオープンしました。施設内では、源流の

湯やひのき酵素風呂などで入浴を楽しむことができ

ます。

この1年こんなことがありましたこの1年 こんなことがありました

風の湯温泉オープン

　�月�日、きらめき広場・哲西周辺と鯉が窪湿原

で、「第��回鯉が窪湿原まつり」が開催され、県内

外から多くの人が訪れました。近くの田んぼでは、

市無形文化財の太鼓田植えが披露されました。

鯉が窪湿原まつり 5 月
MAY

4 月
APR

　��月月����日、旧日、旧��市市��町が合併し「新見市」が誕生しました。市役町が合併し「新見市」が誕生しました。市役

所本庁舎および各支局での開庁式後、新市での業務がスタートし、所本庁舎および各支局での開庁式後、新市での業務がスタートし、

窓口には住民票などを申請する市民のみなさんが訪れました。窓口には住民票などを申請する市民のみなさんが訪れました。

新見市誕生新見市誕生

新生新生「新見市」「新見市」この１年を振り返ってこの１年を振り返って
新新新新新新新新新新ししししししししししいいいいいいいいいい新新新新新新新新新新見見見見見見見見見見市市市市市市市市市市がががががががががが誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕生生生生生生生生生生ししししししししししててててててててててももももももももももううううううううううすすすすすすすすすすぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年新しい新見市が誕生してもうすぐ１年。。。。。。。。。。。

合合合合合合合合合合併併併併併併併併併併後後後後後後後後後後をををををををををを振振振振振振振振振振りりりりりりりりりり返返返返返返返返返返るるるるるるるるるるとととととととととと合併後を振り返ると、、、、、、、、、、、ささささささささささままままままままままざざざざざざざざざざままままままままままななななななななななここここここここここととととととととととががががががががががあああああああああありりりりりりりりりりままままままままままししししししししししたたたたたたたたたたさまざまなことがありました。。。。。。。。。。。

そそそそそそそそそそのののののののののの中中中中中中中中中中かかかかかかかかかからららららららららら主主主主主主主主主主ななななななななななニニニニニニニニニニュュュュュュュュュューーーーーーーーーーススススススススススをををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす。。。。。。。。。。その中から主なニュースを紹介します。

この1年こんなことがありましたこの1年 こんなことがありました

３ 月３１ 日
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　�月��日、まなび広場にいみで「新見市合併記念

式典」が行われました。式典では、合併に功績のあ

った人に対し、総務大臣表彰および県知事表彰、市

長感謝状などが贈られました。

合併記念式典

　�月��日から��日まで、市民海外研修団が米国ニ

ューヨーク州ニューパルツを訪問し、中学校�年生

��人がホームステイやミドルスクールでの授業など

を通して交流を行いました。

米国ニューヨーク州
ニューパルツ訪問団を派遣 9 月

SEP
9 月
SEP

　�月�日から��日まで、児童訪問団が沖縄県竹富

町を訪ね、小学校�年生��人が、地元の子どもたち

に備中神楽や銭太鼓などを披露したほか、新見音頭

を一緒に踊るなどして交流を図りました。

沖縄県竹富町訪問団を派遣

　�月��日から��月��日にかけて、市内各地域で市

政懇談会「市長とフリートーク」が開催されました。

のべ���人の参加があり、新見市政について市長と意

見交換しました。

市長とフリートーク 7 月
JUL

8 月
AUG

　�月�日、本郷小学校と哲多総合センター周辺で、

「第��回哲多ふる里すずらんまつり」が開催されまし

た。哲多中学校�年生による銭太鼓には、ひときわ

大きな拍手がおくられていました。

哲多ふる里すずらん祭り

　�月��日、哲西体育館で「新見市消防団結団式」が

行われました。合併により旧�市�町の消防団がひ

とつになり、�本部�分団�,���人となりました。団

員たちは住民の生命を守ろうと士気を高めました。

消防団結団式 7 月
JUL

6 月
JUN
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　11月�・�日の両日、旧正田保育所跡地周辺で

「備中国新見庄まつり」が開催されました。たたら

会場では和銑(わずく)の製造をめざし夜を徹しての

作業が行われました。

備中国新見庄まつり

　10月11日から12月�日にかけて、ラストワンマ

イル事業の説明会が行われました。この事業は、家

庭や事業所まで高速通信が可能な光ファイバケーブ

ルを接続し、都市部との情報格差の是正を図ること

を目的として取り組んでいます。

ラストワンマイル事業説明会

　��月�日から��月�日まで、新見美術館で「山下

清展」が開催されました。放浪の天才画家の作品を

ひと目見ようと連日多くの人が訪れ、入館者数は�

か月間で開館以来最高の��,���人を記録しました。

新見美術館「山下清展」

　��月�日、神郷の夢すき公園で「第��回神郷ふる

さと祭」が開催されました。鼓笛隊パレードや神郷

太鼓の演奏などのほか、長さ��ｍのジャンボ巻き寿

司が作られ、訪れた人たちに振る舞われました。

神郷ふるさと祭

　おかやま国体秋季大会正式種目として、��月��日から��

日まで、憩いとふれあいの公園で「ソフトボール競技成年

女子」が開催されました。また、�月��・��日には夏季大

会デモスポ行事として大佐で「ディスクゴルフ」「パラグ

ライダー」が、同月��日に神郷で「ゲートボール」「デュア

スロン」が行われました。秋季大会デモスポ行事としては

��月��日に哲多で「グラウンド・ゴルフ」が、哲西では

「ビリヤード競技」が開催されました。

1 0 月
OCT

1 0 月
OCT

1 0 月
OCT

1 0 月
OCT

1 1 月
NOV

1 1 月
NOV

おかやま国体秋季大会ソフトボール
競技成年女子・デモスポ行事

　11月14日、中国河南省信陽市 河区から友好訪日

団�人が来新しました。一行は合併で新しく誕生し

た新見市との友好都市協定調印式に臨み、友好を誓

いました。

中国信陽市 河区
友好訪日団来新

し が く
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　�月�日、合併後初めての成人式がまなび広場に

いみで開かれ、���人が参加しました。新成人たち

は華やかな振り袖やスーツに身を包み、大人として

の決意を新たにしていました。

成人式

　�月��日、まなび広場にいみで「男女共同参画フ

ォーラム」が開かれました。内野淳子岡山県副知事

と、落語家の桂文喬さんによる講演などが行われ、

訪れた人たちは聞き入っていました。

男女共同参画フォーラム 1 月
JAN

1 月
JAN

　市のめざす将来像と、これを実現するための基本

的な施策を定めた「新見市総合振興計画」が策定さ

れました。「豊かさの実感 安全・快適・情報文化都

市 にいみ」を将来都市像として今後十年間のまちづ

くりを推進します。

新見市総合振興計画を策定

　��月��日、上市地内に健康増進施設「げんき広場

にいみ」がオープンしました。温水プールやトレー

ニングルームで自分にあったプログラムで体力強化

などができることから、毎日多くの人が通い健康づ

くりに励んでいます。

げんき広場にいみオープン

　��月��日、旧法曽小学校を改修した「新見市法曽

陶芸館(猪風来美術館)」が開館しました。元来、法

曽地域は法曽焼という焼き物の産地で、子どもたち

の情操教育の場として期待されています。

新見市法曽陶芸館オープン

　上市矢の峰付近で、野生化したポニーが周辺の農

作物に被害を及ぼしていた問題で、��月��日から捕

獲用の柵を設置し、捕獲を行いました。これらのポ

ニーは県内外の牧場や学校などに引き取られ、大切

に飼育されています。

野生化ポニー捕獲 1 1 月
NOV

1 1 月
NOV

1 2 月
DEC

1 2 月
DEC

この1年こんなことがありました
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新
見
市
は
、
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
、
加
速
す
る
少

子
・
高
齢
化
社
会
、
地
方
分

権
な
ど
の
様
々
な
需
要
に
応

え
る
た
め
、
合
併
前
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
、

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
は
厳
し
い
財

政
状
況
を
克
服
す
る
た
め
に
、

一
部
税
源
を
地
方
に
移
譲
し

て
交
付
税
の
削
減
な
ど
を
強

力
に
推
進
し
て
お
り
、
地
方

税
収
入
の
少
な
い
本
市
に
と

っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
財
政

状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

現
状
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
厳
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
旧
一
市
四
町

で
協
議
し
決
定
し
た
合
併
協

定
項
目
を
守
り
な
が
ら
、
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
な
ど

の
将
来
へ
向
け
た
情
報
基
盤

整
備
を
は
じ
め
、
小
児
科
医

療
の
充
実
、
出
産
祝
金
の
拡

大
、
保
育
所
の
態
勢
整
備
、

各
種
福
祉
施
策
、
教
育
の
充

実
や
、
道
路
・
水
道
・
下
水

道
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
な

ど
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
施
策
を

重
点
的
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
後
、
合
併
に
よ
る
効
果

を
最
大
限
に
生
か
し
、
職
員

の
削
減
、
事
務
効
率
の
改
善

な
ど
行
財
政
改
革
を
強
力
に

推
進
し
、
安
定
し
た
財
政
基

盤
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

総
合
振
興
計
画
を
基
本
に
、

真
に
必
要
な
施
策
、
緊
急
を

要
す
る
施
策
を
厳
選
し
、
で

き
る
だ
け
市
民
の
み
な
さ
ん

の
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
、

国
や
県
の
補
助
金
、
合
併
特

例
債
や
過
疎
債
と
い
っ
た
有

利
な
財
源
を
活
用
し
て
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

財 政 方 針

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

下水道供用開始日決定
　高尾・西方地区の一部、約３１.６ヘクタールの公共下水道供用開始日（下水道が使えるようになる
日）を、３月３１日�に予定しています。現在、それに向けて下水道管の埋設工事を急いでいます。

排
水
設
備
工
事

　

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
、
お
住

ま
い
の
地
域
が
処
理
区
域
に
な
る
と
、
三

年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
は
、
公
共
下
水

道
に
直
接
流
す
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
処
理
区
域

内
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
に
し
な
い
と
家
の

新
築
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
台
所
や
浴
室
、
洗
濯
な
ど
の
汚

水
を
道
路
側
溝
や
水
路
に
直
接
流
し
て
い

る
場
合
は
、
速
や
か
に
公
共
下
水
道
に
流

す
排
水
設
備
工
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

浄
化
槽
を
す
で
に
設
置
し
て
い
る
人
も

下
水
道
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
排
水
設
備
工
事
は
下
水
道
課
へ
の
届

出
が
必
要
で
、
市
の
指
定
し
た
排
水
設
備

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ

ん
。

受
益
者
負
担
金

　

供
用
開
始
区
域
内
の
土
地
に
対
し
、
下

水
道
受
益
者
負
担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

賦
課
基
準
と
な
る
受
益
者
負
担
金
申
告
書

は
、
四
月
に
土
地
所
有
者
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
益
者
負
担
金
の
単
位
負
担
金

額
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
七
百
十

円
で
す
。

新
見
市
公
共
下
水
道
（
汚
水
の
処
理
）

供
用
開
始
の
縦
覧

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
計
画
区
域
内
の

高
尾
・
西
方
地
区
の
一
部
に
つ
い
て
、
公

共
下
水
道
（
汚
水
処
理
）
の
供
用
開
始
に

伴
い
、
供
用
開
始
図
書
の
縦
覧
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

■
縦
覧
図
書
の
名
称

　

新
見
市
公
共
下
水
道
（
汚
水
の
処
理
）

供
用
開
始

■
縦
覧
期
間

　

三
月
十
五
日
�
か
ら
三
十
日
�

※
閉
庁
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所

　

新
見
市
正
田
三
三
〇
�
六
二

　

下
水
道
課

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課

　

（
�
�
６
１
３
８
）

下水道使用料

使用水量認定の方法

●上水道・井戸水の併用

　３人目まで一人につき

４�、４人目から一人につ

き２�で算定した水量と

水道水との合算した水量

●井戸水のみ

　３人目まで一人につき

７�、４人目から一人につ

き３�で算定した水量

　下水道排水設備工事が完了し使用が開始

されると、下水道使用料が必要となります。

　水道水（水道メータ指針水量）または井戸

水を使用する場合の下水道使用料は次のと

おりです。

【一般家庭の場合（１か月当たり）】

　◆基本料金　１,２６０円　 （１０�まで）
　◆超過料金　１３６.５円/�（１１～３０�）
　　　　　　　１５７.５円/�（３１�以上）

高尾・西方地区
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6月1日から住宅用火災警報器
の設置が義務付けられます

天井用 壁掛用

　住宅用火災警報器には天井に設置するタイプ

と壁掛けのタイプがあり、どちらも煙を感知す

るものです。

　電源は簡単に取り付けられる電池タイプと、

家庭用電源（AC100V）タイプがあります。

住宅用火災警報器

　

日
本
全
国
で
、
建
物
火
災
に
よ

る
死
者
の
九
〇
％
は
住
宅
火
災
に

よ
り
発
生
し
、
そ
の
内
の
約
六
〇

％
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
火
災
に
よ
る

死
傷
を
防
ぐ
た
め
、
消
防
法
に
よ

り
住
宅
な
ど
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

火
災
予
防
条
例
が
施
行
さ
れ
る

今
年
の
六
月
一
日
か
ら
は
、

新
見
市
で
も
住
宅
や
共
同
住

宅
を
新
築
す
る
場
合
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
す
で
に
建
て
ら
れ

て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
も
、
平
成
二
十
三
年

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
は
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

設
置
す
る
場
所
は
寝
室
と
、

寝
室
が
二
階
に
あ
る
場
合
は
階
段

部
分
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
指
導
係

　

（
�
�
２
８
１
０
・h

ttp://w
w

w
.ash

in
.or.jp/syou

bou
/

）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

　

（
�
０
１
２
０
�
５
６
５
�
９
１

１
）

春季全国火災予防運動
３月１日から７日までの一週間、全国一斉に春の火災予防運動が行われます。
春先は空気が乾燥し、火災が起こりやすい季節です。
一人ひとりが注意して、火災を起こさないよう次のことを守りましましょう。

３月１日～７日

住宅防火～いのちを守る７つのポイント～
《３つの習慣》
　◎寝たばこは絶対にしない。
　◎ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　◎ガスこんろなどのそばを離れるときは必ず火を消す。
《４つの対策》
　◎逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設置する。
　◎寝具や衣類からの火災を防ぐために防炎製品を使用する。
　◎火災が小さいうちに消すために住宅用消火器を設置する。
　◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために隣近所の協力体制をつくる。

山火事予防対策
　◎たき火の場所を離れるときは完全に消火する。
　◎風の強い時および空気が乾燥した時、また枯れ草などのある場所では

たき火や火入れをしない。
　◎火入れを行う際は許可を必ず受ける。

■問い合わせ先　消防本部予防課予防指導係（��２８１０）
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社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
課

 
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

各
種
手
当
制
度
が
あ
り
ま
す

■
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な

介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
特
別
障
害
者
手
当

は
二
十
歳
以
上
の
人
に
、
障
害

児
福
祉
手
当
は
二
十
歳
未
満
の

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
新
見
市
心
身
障
害
児
福
祉
年
金

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
一
級
〜
六

級
）、
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
一
級
〜
三
級
）
の
い
ず
れ
か

の
交
付
を
受
け
て
い
る
二
十
歳

未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
人
に
、
そ
の
障
害
に
あ
わ
せ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

二
十
歳
未
満
の
精
神
ま
た
は
身

体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当

　

父
親
の
い
な
い
十
八
歳
未
満
の

児
童
等
を
養
育
し
て
い
る
母
親

な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
父
子
家
庭
児
童
養
育
手
当

　

母
親
の
い
な
い
十
八
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
親
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
腎
臓
機
能
障
害
者
通
院
手
当

　

人
工
透
析
療
法
の
た
め
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
腎
臓
機
能

障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
一

級
）
に
対
し
、
通
院
費
の
一
部

を
給
付
し
ま
す
。

 

障
害
者
自
立
支
援
法
が 

 

始
ま
り
ま
す

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
し
く
み 

（　

月
か
ら
） 

１０■
介
護
給
付

　

障
害
程
度
が
一
定
以
上
の
人
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
施
設
入
所
支
援
な
ど
の

生
活
上
ま
た
は
療
養
上
必
要
な

介
護
を
行
い
ま
す
。

■
訓
練
等
給
付

　

自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
身
体

的
ま
た
は
社
会
的
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
就
労
に
つ
な
が

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
補
装
具
費
の
支
給

　

補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
か
か

る
費
用
の
原
則
一
割
を
自
己
負

担
し
て
い
た
だ
き
、
九
割
を
市

で
負
担
し
ま
す
。

■
地
域
生
活
支
援
事
業

　

相
談
支
援
、
日
常
生
活
用
具
の

給
付
、
移
動
支
援
、
社
会
参
加

促
進
事
業
な
ど
、
障
害
者
を
総

合
的
に
支
援
す
る
体
制
を
つ
く

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
い

ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
し
か
た 

（
４
月
か
ら
）

■
相
談
・
申
請
調
査

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談

や
申
請
に
基
づ
き
、
現
在
の
生

活
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま

す
。

■
審
査

　

調
査
し
た
内
容
を
審
査
会
に
よ

り
審
査
し
、
障
害
程
度
区
分
を

認
定
し
ま
す
。

■
認
定
・
通
知

　

障
害
程
度
区
分
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
の
支
給
量
を
決
定
し
受
給
者

証
を
交
付
し
ま
す
。

■
契
約
・
サ
ー
ビ
ス
利
用

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
事
業
者
を

選
ん
で
契
約
し
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か
か
る
費
用

（
４
月
か
ら
）

　

サ
ー
ビ
ス
費
用
を
み
ん
な
で
支

え
合
う
た
め
、
自
己
負
担
額
を
原

則
一
割
支
払
い
ま
す
。（
た
だ
し
所

得
に
応
じ
て
上
限
額
が
定
め
ら
れ

ま
す
。）

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
場
合
は

食
費
や
光
熱
水
費
も
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
が
、
低
所
得
者
に

は
負
担
軽
減
措
置
も
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
２
６
）

　近年、認知症高齢者をねらった商法が増加し、

いつ被害にあうかわからない状況になっていま

す。家族はもとより、地域のみなさんが対処方

法を知っておくことが被害の回避につながりま

す。

　被害を未然に防ぐことを目的に講演会を開催

しますので、この機会にぜひご参加ください。

■講　師　きよの法律事務所

　　　　　　　清野幸代　弁護士

■日　時　３月２４日�　１４：００～１６：００

■場　所　保健福祉センター（金谷）

■内　容　高齢者をねらった商法への対処

■参加料　無料

■申込締切　３月１７日�

■申し込み・問い合わせ先

　基幹型在宅介護支援センター

　（��６２０９）

福祉講演会を開催
～認知症高齢者をねらった商法等への対処～
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戦没者等の妻、戦没者の
父母・祖父母の方への

特別給付金の
請求について

　

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
特

別
給
付
金
請
求
の
受
け
付
け
を
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
十
八
年
三
月

三
十
一
日
で
受
付
が
終
了
し
ま
す
。

　

こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ

り
権
利
が
消
滅
し
、
特
別
給
付
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
未
請
求
の
人
は
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

■
基
準
日

　

平
成
十
五
年
四
月
一
日

■
支
給
要
件

　

恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
等

ま
た
は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等

を
受
給
し
て
い
る
戦
没
者
等
の

妻
で
あ
る
こ
と

■
支
給
内
容

　

額
面
二
百
万
円
（
十
年
償
還
の

記
名
国
債
）

■
請
求
期
限

　

三
月
三
十
一
日

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

■
基
準
日

　

平
成
十
五
年
四
月
一
日

■
支
給
要
件

①
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
等

　

ま
た
は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等

を
受
給
し
て
い
る
又
は
受
給
資

格
の
あ
る
父
母
・
祖
父
母
で
あ

る
こ
と

②
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
父
母
等
と
氏
を
同
じ
く
す

る
子
ま
た
は
孫
（
自
然
血
族
）

を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ

と
■
支
給
内
容

　

額
面
百
万
円
（
五
年
償
還
の
記

名
国
債
）

■
請
求
期
限

　

三
月
三
十
一
日

■
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
２
６
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

岡
山
県
保
健
福
祉
課
援
護
班

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
３

２
０
）

参加し てみません か ！
レクリエーション講座

　地域や職場などで幅広く使えるレクリエーショ

ンの実技講座が開催されます。多数の参加をお待

ちしています。

■日　時　３月１９日�・２１日�の２日間

　　　　　９：３０～１５：１５

■会　場　新見公立短期大学学生会館

■講　師

　�日本レクリエーション協会公認指導者

■受講料　１日につき１,０００円

■申込方法　３月１７日までに、教育委員会生涯学

習課にお申し込みください。

■主催　岡山県レクリエーション協会

■問い合わせ先

　教育委員会生涯学習課（��６１４７）

■会　場　まなび広場にいみ２階パソコン室

■参加費　１,０００円

■定　員　２０人（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（「エクセルをもっと知ろう３月」昼の部

または夜の部）、郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、

電話番号を記入して、はがきまたはＦＡＸでお申し

込みください。（電話では受付できません）

■申込締切

　昼の部・夜の部　３月１０日�必着

■申し込み・問い合わせ

　〒７１８-８５０１　新見市新見３１０－３

　教育委員会生涯学習課

 （��６１４７・ＦＡＸ�６１２０）

●エクセルをもっと知ろう（３月）
■内容
　表計算に少しだけ深入りしてみましょう。（�
回連続）

■対象
　パソコンで漢字入力ができ、エクセル画面の
マウス操作が多少できる人

■日時
　昼の部　�月��日�、��日�、��日�
　　　　　　��：��～��：��
　夜の部　�月��日�、��日�、��日�
　　　　　　��：��～��：��

まなび広場にいみ主催

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンパソコン講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座講座パパパパパパソソソソソソココココココンンンンンンパソコン講講講講講講座座座座座座講座
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春
は
転
勤
や
就
職
、
入
学
な
ど

で
異
動
の
多
い
季
節
で
す
。
忙
し

さ
に
追
わ
れ
つ
い
忘
れ
が
ち
な
の

が
転
入
や
転
出
に
伴
う
届
出
で
す
。

　

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
選
挙
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民
年

金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
な

ど
の
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
転
入
・
転
出
・
転
居
・
世

帯
変
更
の
届
出
期
間
は
、
法
律
で

十
四
日
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
定
め
ら
れ
て
い
る
期
間
を
過

ぎ
て
届
出
を
し
た
と
き
は
、
簡
易

裁
判
所
へ
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
過
料
の
対
象

を
受
け
た
転
出
証
明
書
と
印
鑑
、

お
よ
び
届
出
人
の
本
人
確
認
が
で

き
る
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー
ド
な

ど
）・
介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書

（
該
当
者
）
が
必
要
で
す
。

 

市
内
で
の
転
居
も
届
出
を

　

市
内
で
引
っ
越
し
を
し
た
と
き

も
、
異
動
後
十
四
日
以
内
に
届
出

が
必
要
で
す
。

　

印
鑑
、
お
よ
び
届
出
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基

カ
ー
ド
な
ど
）
と
、
国
民
健
康
保

険
証
な
ど
（
加
入
者
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
届
出
窓
口

　

各
支
局
市
民
係
ま
た
は
各
市
民

セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先 

  
市
民
環
境
課
市
民
係

　

（
�
�
６
１
２
１
）

  
大
佐
支
局
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

（
�
�
２
１
１
２
）

 

そ
の
他
の
手
続
き

○
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
新
し

く
就
職
し
社
会
保
険
が
で
き
た
場

合
、
ま
た
進
学
な
ど
で
市
外
へ
転

出
さ
れ
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

就
職
さ
れ
た
場
合
は
新
し
い
保

険
証
、
進
学
な
ど
で
転
出
さ
れ
る

場
合
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
と

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証

を
持
参
の
う
え
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
保
険

年
金
課
国
保
年
金
係
（
�
�
６
１

２
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
水
道
休
止
の
届
出

  
引
っ
越
し
の
際
、
特
に
忘
れ
が

ち
な
の
が
水
道
の
休
止
届
で
す
。

　

転
出
さ
れ
た
後
で
も
、
休
止
の

届
出
を
さ
れ
る
ま
で
は
、
水
道
料

金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
土
・
日
・
祝
日
は
、

業
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

遅
く
と
も
異
動
の
一
週
間
前
に
は

必
ず
上
水
道
課
管
理
係
（
�
�
８

９
７
１
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
学
校
の
在
学
証
明
証
書

　

児
童
・
生
徒
の
い
る
家
庭
で
は
、

通
学
中
の
学
校
で
在
学
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

証
明
書
は
、
新
し
い
学
校
へ
の
転

校
手
続
き
に
必
要
で
す
。

○
郵
便
局
へ
の
転
居
届

　

郵
便
局
へ
住
所
変
更
の
届
け
出

を
す
る
と
、
一
年
間
は
転
居
先
へ

郵
便
物
を
転
送
し
て
も
ら
え
ま
す
。

お忘れなく ！

の 届 出

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

届
出
は
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

 

転
出
の
場
合
は 

 

転
出
証
明
書
の
交
付
を

　

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
は
、
転

出
証
明
書
が
必
要
で
す
。
転
出
証

明
書
は
、
転
出
す
る
日
の
十
四
日

前
か
ら
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
転
出
証
明
書
を
持
っ
て
、

新
し
い
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場

で
十
四
日
以
内
に
転
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
転
出
先
の
正
確
な
住
所

と
印
鑑
、
お
よ
び
届
出
人
の
本
人

確
認
が
で
き
る
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー
ド
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

 
ま
た
、
印
鑑
登
録
証
・
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

な
ど
、
市
が
発
行
し
て
い

る
各
資
格
証
を
持
っ
て
い

る
人
は
転
出
先
で
は
使
え

ま
せ
ん
の
で
返
し
て
く
だ

さ
い
。

 

転
入
の
場
合
は 

 

転
入
届
け
を

　

新
見
市
へ
住
み
は
じ
め

て
か
ら
十
四
日
以
内
に
転

入
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
に
は
、
旧
住
所
地

の
市
区
町
村
役
場
で
交
付

出転入転
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あ
な
た
の
資
産
の
評
価

を
確
認
で
き
ま
す

　

納
税
者
が
他
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
「
土
地
・
家
屋
評
価

格
等
縦
覧
制
度
」
と
、
課
税
台

帳
を
納
税
義
務
者
本
人
に
加
え

て
、
借
地
・
借
家
人
も
自
分
の

借
地
・
借
家
物
件
に
つ
い
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
「
課
税
台
帳

閲
覧
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

土
地
・
家
屋
評
価
格
等
の
縦
覧

■
縦
覧
期
間

　

四
月
三
日
�
〜
五
月
三
十
一
日

�

　

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分

※
閉
庁
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所　

税
務
課
資
産
税
係

■
縦
覧
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
（
所
有
者
）、
納

税
管
理
人

■
縦
覧
手
数
料　

無
料

■
注
意
点

・
自
分
の
土
地
以
外
の
土
地
も
縦

覧
で
き
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
た
め
、
所
有
者
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
に
は
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

・
所
有
者
な
ど
の
登
記
情
報
は
、

所
管
の
法
務
局
で
閲
覧
し
て
く

だ
さ
い
。

・
目
的
外
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
縦
覧
帳
簿

の
コ
ピ
ー
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
。

課
税
台
帳
の
閲
覧

■
閲
覧
期
間

　

四
月
三
日
�
〜

　

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分

　

※
閉
庁
日
を
除
く

■
閲
覧
場
所　

税
務
課
資
産
税
係

■
閲
覧
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
（
所
有
者
）、
納

税
管
理
人
、
借
地
・
借
家
人
、
納

税
義
務
者
（
所
有
者
）
お
よ
び
納

税
管
理
人
か
ら
閲
覧
に
関
し
て
委

任
を
受
け
て
い
る
人
（
様
式
は
問

い
ま
せ
ん
が
委
任
状
や
同
意
書
な

ど
が
必
要
で
す
）。

　

本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
証
明

書
・
納
税
通
知
書
な
ど
の
本
人
と

確
認
で
き
る
も
の
と
印
鑑
が
必
要

で
す
。
借
地
・
借
家
人
は
賃
貸
契

約
書
な
ど
の
賃
借
関
係
を
証
明
で

き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

■
閲
覧
手
数
料

　

縦
覧
期
間
中
（
四
月
三
日
〜
五

月
三
十
一
日
）
は
無
料
で
す
が
、

そ
れ
以
後
は
納
税
義
務
者
一
名
に

つ
き
三
百
円
が
必
要
で
す
。
な
お
、

コ
ピ
ー
料
金
に
つ
い
て
は
一
枚
に

つ
き
二
十
円
に
な
り
ま
す
。

　

縦
覧
・
閲
覧
に
来
ら
れ
な
く
て

も
、
自
己
資
産
に
つ
い
て
は
、
納

税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る

「
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

課
税
明
細
書
」
で
課
税
内
容
（
所

在
地
、
地
目
・
構
造
、
地
積
・
床

面
積
、
評
価
額
、
課
税
標
準
額
）

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係

 
（
�
�
６
１
１
７
）

　

税
金
を
納
期
限
内
に
納
め
な

か
っ
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
税

以
外
の
負
担
が
増
え
ま
す
。

　

早
め
に
納
入
し
ま
し
ょ
う
！

■
督
促
手
数
料　

百
円

■
延
滞
金

　

年　

十
四
・
六
％
（
日
歩
四
銭
）

■
納
入
場
所
（
延
滞
金
の
あ
る

場
合
）

　

本
庁
税
務
課
・
支
局
・
市
民

セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
収
税
係（
�
�
６
１
１
６
）

税
金
の
早
期
納
入
の
お
願
い

■応募方法　総務課総務係に備え付け、もしくは

市のホームページからダウンロードした参加申

請書によりお申し込みください。

■選考方法　書類審査および面接

■募集締切　３月１５日�必着

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８�８５０１　新見市新見３１０－３

　総務課総務係（��６２０４）

■訪問時期　４月２５日～５月２日（８日間）予定

■応募資格

　・市内に住所を有する１８歳以上の人

　・国際交流に興味があり、帰国後市の国際交流

事業に積極的に協力いただける人

　※ただし、過去に訪中団に参加したことがない

人に限ります。

■募集人員　３人

■費用負担　必要経費の１／２を市が補助します。

　　　　　（個人負担約７０,０００円）

友好都市に行きませんか友好都市に行きませんか！！
　 新見市友好訪中団員募集

　市では友好都市の中国河南省信陽市 河

区へ友好訪中団の派遣を予定しており、団員

として参加していただける人を募集します。

信陽市の子どもたちにみごとな書を披露する団員

し が

く
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近
年
、
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
な
ど

の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

が
急
増
し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、
市
で
は
市

内
各
地
域
に
有
害
鳥
獣
駆
除
班
を

編
成
し
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
な
ど

の
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
十
七
年
度
の
捕
獲
実

績
は
、
イ
ノ
シ
シ
六
百
三
十
九
頭
、

サ
ル
十
七
匹
な
ど
で
し
た
。

　

ま
た
、
農
作
物
へ
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
平
成
十
八
年
度
に

お
い
て
も
防
護
柵
・
捕
獲
柵
（
お

り
）
の
設
置
費
用
の
助
成
を
行
う

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

 

農
作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業

■
助
成
条
件

・
三
戸
以
上
で
の
設
置

・
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
設
置

■
助
成
額

　

次
の
基
本
補
助
額
の
二
分
の
一

以
内

■
基
本
補
助
額
（
一
メ
ー
ト
ル
）

○
ト
タ
ン
板
・
金
網　
　

五
百
円

○
電
気
柵　
　
　
　

二
百
五
十
円

○
網
（
防
護
ネ
ッ
ト
）　

二
百
円

■
必
要
書
類

　

申
請
書
・
位
置
図
・
切
絵
図
な

ど
（
農
地
の
位
置
、
柵
の
範
囲

が
わ
か
る
も
の
）・
防
護
柵
の
領

収
書
写
し
（
設
置
後
）

 

野
猪
捕
獲
柵
設
置
事
業

■
助
成
条
件

・
二
戸
以
上
で
の
設
置

・
設
置
し
た
捕
獲
柵
を
適
正
に
管

理
す
る
に
当
た
っ
て
、
有
害
鳥

獣
駆
除
班
の
班
長
、
管
理
責
任

者
の
署
名
、
押
印
が
必
要

・
捕
獲
柵
設
置
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
作
業

と
な
り
ま
す
。

※
事
前
申
請
を
原
則
と
し
ま
す
。

■
助
成
額

　

捕
獲
柵
設
置
に
係
る
経
費
の
三

分
の
二
以
内
（
上
限
あ
り
）

■
必
要
書
類

　

申
請
書
・
位
置
図

■
申
請
期
間

　

三
月
一
日
〜
三
十
一
日

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

各
市
民
セ
ン
タ
ー

イ
ノ
シ
シ
か
ら

 

農
作
物
を
守
る

（注１）掛金には共済掛金１人２０円が含まれています。
（注２）この保険は同一団体で１口しか加入できません。また、中途加入、中途脱退する場合も年間掛金を適用します。

共済見舞金
賠償責任保険
（補償限度額）

傷　　　　　害　　　　　保　　　　　険掛　金
（�人年額）

対象となる
事故の範囲

対　象
通院（日額）入院（日額）後遺障害（最高）死　亡

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）

　���万円

身体賠償　�人　　�億円
　　　　　�事故　�億円
 （免責�,���円）
財物賠償　�事故 ���万円
 （各免責�,���円）

�,���円�,���円 �,���万円�,���万円���円
団体活動中と
その往復中

中学生以下の子ども
子どもの保護者

上記補償に
身体・財物賠償合算で�事
故���万円を追加

�,���円�,���円�,���万円�,���万円

�,���円

団体活動中と
その往復中

中学生以下の
子ども

対象となりま
せん

身体・財物賠償合算で�事
故���万円
（免責�,���円）

���円�,���円���万円���万円
団体活動中とそ
の往復中以外

突然死
（急性心不全、
脳内出血等）
　���万円

身体賠償　�人　　�億円
　　　　　�事故　�億円
財物賠償　�事故 ���万円
（各免責�,���円）

�,���円�,���円�,���万円�,���万円�,���円
団体活動中と
その往復中

子どもの
スポーツ団体の
指導者 �,���円�,���円�,���万円�,���万円�,���円

スポーツの指導者、
審判を除く

�
�
�

�
�
�

加入区分・掛金・補償額

加入をおすすめします
スポーツ安全保険

　スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・ボランテ

ィア活動・地域活動を行う５人以上の子ども（中学

生以下）と大人の団体を対象として、グループ活動

中の傷害事故および賠償責任を負う事故を補償する

ものです。子どもの団体加入は下表のとおりです。

　申込用紙などについては教育委員会生涯学習課

（��６１４７）へお問い合わせください。
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　ため池や、農業用用排水路は、農地住宅地の混在化

にともない、時として子供たちにとって危険な場所と

なっています。これらの管理者には、子供たちが近寄

りそうなため池などに危険を知らせる看板や、防護柵

の設置をお願いします。

　また、３月に入り、ため池や水路掃除などを行う際

に破損箇所が見つかれば、早めに修繕を行い梅雨や台

風などに備えてください。

　ため池や農業用用排水路などの修繕を希望する人

はご相談ください。

■問い合わせ先

　農 林 課 農 業 整 備 係（��６１３５）

　大佐支局経済建設課産業係（��２１１３）

　神郷支局経済建設課産業係（��６１１３）

　哲多支局経済建設課産業係（��２１１３）

　哲西支局経済建設課産業係（��２１１３）

確認し てみましょ う
農業用施設の安全について

ぜひご活用ください
事業主向け支援施策

　市では、事業主を対象にした補助制度を設

けております。

■新見市雇用開発助成金

【対象】　国の特定求職者雇用開発助成金の交付を
受け、納期限の到来した市税を完納して
いる事業主

【内容】　国の助成金の支給対象期間を対象に、月
額１万円（大企業５,０００円）を助成します。

■新見市中小企業大学校研修事業補助金

【対象】　中小企業大学校に派遣し、納期限の到来
した市税を完納している事業主

【内容】　研修受講料の２分の１以内を補助。ただ
し、１８,０００円を限度とします。

■新見市中小企業設備近代化利子補給金

【対象】　国および地方公共団体の制度融資で設備
資金を借り入れた事業主

【内容】　払込利息の10分の２を３年間補助しま
す。

■問い合わせ先

　商工観光課商工労政係（��６１３７）

■日　時　３月１２日�　１４:００～１６:００

■場　所　山村開発センター

■参加費　無料

■講　師

　独立行政法人 中小企業基盤整備機構

　地域ブランドアドバイザー

　中小企業診断士

　　　藤岡芳郎　先生

■主　催　新見市観光物産協議会

■後　援　新見市

　　　　　新見商工会議所

　　　　　新見市観光協会

■問い合わせ先

　新見市観光物産協議会事務局

　商工観光課内

　（��６１３６・ＦＡＸ�６１８１・

　電子メールs-kankou@city.niimi.okayama.jp）

　

新
見
市
観
光
物
産
協
議
会
で
は
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」

を
立
て
、
新
見
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
全
国
へ

発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
へ

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
は
何
か
！
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
！
を
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

「
か
の
さ
と
に
い
み
ブ
ラ
ン
ド
」

を
立
ち
上
げ
よ
う ！

地
域
ブ
ラ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

地域ブランドを考える地域ブランドを考える
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「
不
当
架
空
請
求
」に 

 

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

「
あ
な
た
の
納
付
さ
れ
て
い
な

い
消
費
料
金
に
つ
い
て
、
民
事
訴

訟
に
よ
る
訴
状
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。」な
ど
と
記
載
さ
れ
た
最
終

通
告
書
や
ハ
ガ
キ
に
よ
る
「
不
当

架
空
請
求
」
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
通
告
書
を
送
り
つ
け

ら
れ
た
場
合
は
、
念
の
た
め
家
族

で
確
認
し
、
利
用
し
た
覚
え
の
な

い
場
合
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
窓
口

○
岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
０
９

９
９
）

　

毎
週
火
〜
日
曜
日

　

九
時
〜
十
二
時
お
よ
び
十
三
時

　

〜
十
七
時

　

相
談
は
無
料
で
す
！

○
市
民
環
境
課
生
活
交
通
係

　

（
�
�
６
１
２
２
）

 
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」に 

 

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

最
近
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装

い
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い

っ
た
内
容
の
偽
物
の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
を
送

り
つ
け
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目

で
お
金
を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

 

騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え

①
取
引
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然

送
ら
れ
て
く
る
、「
お
金
貸
し
ま

す
」
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・

携
帯
メ
ー
ル
な
ど
に
注
意
！　

（
低
金
利
で
高
額
を
貸
し
付
け

る
か
の
よ
う
な
広
告
）

②
融
資
を
す
る
前
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
口
実
で
お
金
を
振
り
込
ま
そ

う
と
す
る
手
口
に
注
意
！
（
保

証
料
や
保
険
料
な
ど
の
名
目
で

お
金
を
要
求
）

③
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ

　

な
い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前

に
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
！

 
こ
ん
な
騙
し
の
手
口
に
要
注
意

【
被
害
事
例
】

不不不不不不
当当当当当当
架架架架架架
空空空空空空
請請請請請請
求求求求求求

不
当
架
空
請
求
と

貸貸貸貸貸貸
しししししし
まままままま
すすすすすす
詐詐詐詐詐詐
欺欺欺欺欺欺

貸
し
ま
す
詐
欺

総合消費料金未納分訴訟最終通告書

訴訟番号（イ）○○○○�○号

　現在、貴殿は「総合消費料金未納分」について通信販売契約会社、運営会社から

「未だ連絡がない状態」として民事訴訟による訴状が提出されております。

  このまま連絡無き場合、指定裁判所から書面通達後に出廷となり、原告側の主張が

全面的に受理され、被告の給与及び動産物、不動産の差し押さえを執行官立ち会い

のもと強制執行し、「執行証書の交付」を承諾して頂きます。

　民事訴訟、裁判取り下げ等のご相談に関しましては当局にて受け賜りますが、こ

ちら「総合消費者民法特例法」による法務省認可通達書の為、「個人情報保護法」上

ご本人様のご連絡をお願いいたします。

　尚、当局は原告側からの訴状通達、また訴訟の正当性を確認する機関であり、当

局が貴殿に対し訴訟を提起するのではありません。予め、 ご了承下さい。

＊最近、架空請求業者の新しい手口として少額訴訟手続きを利用し、実際に訴訟を

提起する事例もございます。

　万が一、身に覚えがない場合、早急にご連絡下さい。

　裁判取り下げ最終期日　本書到達後３営業日以内

　０３－３３６０－○○○○（訴訟管理課）　平日９：００～２０：００

　〒１６４－０００３　東京都○－○－○　民事訴訟通達管理局

これは不当架空請求通告書の一例です！

　

Ａ
子
さ
ん
は
、
自
宅
に
送
ら
れ

て
き
た
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
見

て
五
十
万
円
の
融
資
を
申
し
込
ん

だ
と
こ
ろ
、
担
当
者
か
ら
連
絡
が

あ
り
「
本
審
査
が
通
り
ま
し
た
。

登
録
料
五
万
五
千
円
が
必
要
で
す
。

そ
の
お
金
は
融
資
の
と
き
に
返
還

し
ま
す
。」な
ど
と
言
わ
れ
振
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
登
録
の
エ
ラ
ー
が
出

た
た
め
、
も
う
一
度
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
。」「
保
証
人
は
い
り
ま

せ
ん
が
一
時
保
険
金
に
加
入
の
た

め
十
二
万
三
千
円
が
必
要
で
す
。」

な
ど
と
言
わ
れ
、
総
額
二
十
二
万

三
千
円
を
振
り
込
ん
だ
が
、
そ
の

後
の
融
資
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
は
大
手

の
金
融
機
関
の
グ
ル
ー
プ
会
社
を

装
っ
て
い
た
が
、
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
よ
う
な
業
者
は
存
在
し

な
か
っ
た
。

■
相
談
窓
口

○
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

【
相
談
時
間
】

　

九
時
〜
十
二
時

　

十
三
時
〜
十
六
時
三
十
分

※
夜
間
・
休
日
は
留
守
番
電
話
の

「
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

【
電
話
番
号
】

　

東
京
都
貸
金
業
対
策
課

　

（
�
０
３
�
５
３
２
０
�
４
７

７
５
）

 要注意！
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桜田荘（大佐）・やすらぎ荘（神郷）

　ひとりぐらし老人等共同生活住宅は、高齢者が安心

して生活できるバリアフリー施設で、入居者と地区住

民が交流できるホールを備えています。また、個室に

はキッチン・トイレ・風呂も付いています。

　このたび、入居者を次のとおり募集します。

ひと りぐ らし老人等
共同生活住宅入居者募集

■入居対象

　市内に住所を有し、おおむね６５歳以上の単身世帯者

で、自分で生活ができる人

■募集室数

　桜田荘（大佐永富）　　　　３室

　やすらぎ荘（神郷下神代）　４室

■使用料　月額　１２,０００円

※電気・水道代などの光熱水費は入居者の負担です。

■入居申込方法

　大佐・神郷各支局市民福祉課に備え付けの、入居申

込書や入居誓約書などの必要書類にご記入の上、ご

提出ください。

　くわしくは、お問い合わせください。

■問い合わせ先　大佐支局市民福祉課福祉係（��２１１２）　神郷支局市民福祉課福祉係（��６１１２）

桜田荘（大佐永富：刑部小学校東側）桜田荘（大佐永富：刑部小学校東側）

やすらぎ荘（神郷下神代：神郷の園東側）やすらぎ荘（神郷下神代：神郷の園東側）

市営住宅の入居者を次のとおり募集します。
■入居開始日　４月１日�予定

■申込方法

　入居希望者は、３月１７日�までに、新見支局都市建設課

または各支局経済建設課に備え付けの用紙でお申し込みく

ださい。

※申し込みに際しては所得制限などがありますので、くわ

しくは各支局にお問い合わせください。

その他家　　賃募集戸数面積構造規模団　地　名

単身者不可 ８,５００円～１４,１００円2４６.１７�簡耐２階建２DK
唐松４８

（唐　松）
市営住宅

単 身 者 可２０,０００円（定額）2 ３９.３�木造平屋建１LＤＫ
大井野

（大佐大井野）
特定公共
賃貸住宅

新見支局都市建設課（��６１３１）

大佐支局経済建設課（��２１１３）

神郷支局経済建設課（��６１１３）

哲多支局経済建設課（��２１１３）

哲西支局経済建設課（��２１１３）

問い合わせ先

■団地名および募集戸数

市営住宅  入居者募集
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人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
、

最
近
よ
く
思
い
ま
す
。

　

仕
事
が
ら
お
客
様
と
会
話
し
て
い
る

と
、
た
だ
言
わ
れ
た
事
に
対
し
て
受
け

答
え
す
る
の
と
、
一
言
何
か
気
の
利
い

た
言
葉
を
か
け
る
の
と
で
は
大
違
い
。

お
客
様
は
私
の
接
客
を
受
け
て
喜
怒
哀

楽
の
感
情
が
起
こ
り
、
良
い
接
客
で
あ

れ
ば
喜
ん
で
行
か
れ
ま
す
。
で
も
悪
け

れ
ば
怒
り
ク
レ
ー
ム
を
書
か
れ
る
、
そ

ん
な
緊
張
感
の
中
で
の
仕
事
。
感
じ
よ

く
応
対
で
き
れ
ば
、
ま
た
立
ち
寄
っ
て

み
た
く
な
る
の
で
す
。
高
齢
者
の
方
に
、

何
か
一
言
声
を
か
け
て
あ
げ
る
と
喜
ば

れ
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。
相
手
を
思
い

や
っ
た
り
、
心
配
し
た
り
、
気
づ
か
っ

た
り
、
褒
め
た
り
関
心
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
言
葉
は
人
の
心
を
引
き
付
け

繋
が
り
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た

行
っ
て
み
よ
う
、
会
っ
て
み
た
い
、
見

て
み
た
い
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
い

っ
ぱ
い
増
え
た
ら
最
高
で
す
。「
先
日
は

あ
り
が
と
う
、
楽
し
か
っ
た
よ
。」
と

言
っ
て
…
。

　

仕
事
仲
間
と
一
生
懸
命
勉
強
し
て
、

観
光
名
所
も
た
く
さ
ん
あ
る
新
見
市
を

も
っ
と
も
っ
と
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
、
少

し
で
も
お
客
様
が
増
え
、
活
気
あ
る
市

に
な
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
い
い
な

あ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

『こ と ば』

 迫  原 　 安 子   さん
さこ はら やす こ

　　［大佐田治部・48歳・大佐サービスエリア勤務］

決
定
後
、運
営
事
業
者
と
協
議
の
上
、

早
期
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
な
ど
の
説

明
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
都
市
部
と
の
情
報

通
信
格
差
を
解
消
し
、
今
後
開
始
さ

れ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ

対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
に

お
い
て
誰
も
が
い
つ
で
も
高
速
情
報

通
信
網
を
活
用
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
で
き
る
基
盤
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

　

何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と

も
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
情
報
政
策
課

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
住
民
説

明
会
で
は
、
高
齢
の
人
は
あ

ま
り
出
席
し
て
お
ら
ず
、
ア
ン
ケ
ー

ト
も
意
味
が
分
か
ら
ず
提
出
し
た
人

も
い
た
よ
う
で
す
。
た
だ
説
明
会
を

開
く
だ
け
で
は
な
く
、
利
用
金
額
な

ど
を
示
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
匿
名
・
男
性
）

答
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
十

月
か
ら
住
民
説
明
会
を
市
内
で
開
催

し
ま
し
た
が
、今
後
も
住
民
説
明
会
、

広
報
紙
な
ど
に
よ
り
事
業
内
容
の
啓

発
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

通
信
・
放
送
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

な
ど
に
つ
い
て
は
、
運
営
事
業
者
が

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●提案＆お便りの送り方
・１月号で配布した専用用紙または
官製はがきに、①提案②住所③氏
名④年齢⑤電話番号を書いてお送
りください。
・専用用紙は、折りたたむと封書に
なります。切手をはらずにポスト
に入れてください。（今年の３月
末まで使用できます）
・旧新見市で平成１６年度に配布した
専用用紙は使用できませんので、
ご注意ください。
・ファックス、電子メールでも受け
付けています。ファックス、電子
メールも「提案＆お便り」係に届
きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　７２－６２４３
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp
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　Hello to the residents of Niimi City.  One time a Japanese friend asked me, ̀ `For a 
foreigner, what is Japan?``. How about what a foreigner thinks about Japan? How 
about seeing Japan through my eyes?
　Well, I was taught by a scholar that go to any city and you will find in the center 
what matters most to a people. Japan, to some scholars in the west, is totally 
western and some even call it a donut. Something that on the outside that has 
nothing on the inside. This view is wrong, insulting, and stupid. 
　So I told my friend, ``Japan is as advanced and globalized as any nation in the 
west. However, in the center of Japanese civilization you find the unique and pure 
Japan. The one thing that no other nation will ever change or touch. Your history 
and your people.`` 
　My friend patted me on the back. However, I feel that most foreigners really do 
not understand what Japan is. Most people in the world see Japanese robots, 
buildings, and the large cities. Most people never see the Japanese spirit. As a 
foreigner, I hope I got to at least get a peek at it.  -Heath　

　新見のみなさんこんにちは。ある時日本人の友人が僕にこんな質問をしました。外国人
にとって日本って何？外国人の日本についての考えは？あなたの目から見た日本はどう？
　僕は学者の先生から、どこに行っても中心的な都市に行けば、その国の人々のことが分
かると教えられました。欧米の学者は、日本は完全に西洋化され、中身は何もないドーナッ
ツのようであると言います。僕はこの考えは間違いで、侮辱的でばかげていると思います。
　友人にこう答えました。日本は欧米の国と同じく発展した世界的な国です。でも、日本の
文明の中心では、ユニークで純粋な日本を見つけることもできます。他のどんな国も変え
たり触れたりすることができない日本の歴史や民族を。
　今回は友人に背中を軽く叩かれた感じです。でもほとんどの外国人は日本について本当
に理解していません。ロボット、建物や大都市など、日本の表面的なものを見ます。彼らの
多くは日本の精神を見ることはありません。僕は外国人として、それをかいま見ることがで
きればなあと思ってます。 ヒース　

　

昨
年
は
、
例
年
に
な
い
大
雪
で
大
変
で
し

た
が
、
新
見
市
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
早
く
暖
か
い
春
が
来
る
と
い

い
で
す
ね
。

　

私
が
こ
ち
ら
に
来
て
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。

米
子
で
は
四
季
折
々
の
大
山
を
観
て
楽
し
ま

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
病
院
で
看
護
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
仕
事
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
介
護
を
必
要
と
し
受

け
ら
れ
る
方
が
多
い
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
、

着
実
に
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

新
見
市
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
自
然
の
中
で
、
十
分
な
介
護
が
受

け
ら
れ
る
施
設
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

看
護
・
介
護
は
癒
し
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
今
以
上
に
勉
強
し
、
患
者
様
に
笑

顔
と
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
接
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

新
見
市
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

鳥取県米子市

 植  田   多  美 子   さん（４１歳）
うえ だ た み こ

（旧姓：瀧口）　　　　　　

哲多町矢戸出身
病院勤務

ヒース 
イェッツ

アメリ
カ・カ

ンザス
州出身

。

外国語
指導助

手とし
て美郷

中と千
屋中に

勤務。

●第12通●

★
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光ファイバ網の
利便性を体感
◆にいみの日

　２月１２日、既存の光ファイバ通信網

のテレビ会議システムを利用して市内

３か所を同時中継する「２・１３にいみ

の日 ３元生中継イベント『光かがやく

地域』」が開催されました。これはにい

みの日世話人会が主催して行ったもの

で、高尾小学校をメイン会場に、旧大井

野小中学校と新砥小学校の３か所の会

場を結び、ゲームや歌などを楽しみま

した。各会場を訪れた人たちは、光ファ

イバ網の利便性を体感していました。

雪の中で白熱の試合
◆雪合戦大会

　２月１２日、新見千屋温泉いぶきの里

ふれあい広場で「第１０回岡山県雪合戦

記念大会・第５回西日本ジュニア大

会」が開催され、県内外から約５０チー

ムが参加しました。試合は相手チーム

の選手を全滅させるか、旗を奪い取れ

ば勝ちというルールで行われ、朝から

雪が降り続くあいにくの天候でした

が、選手たちは白熱した試合を展開し

ていました。

爆笑してストレス発散
◆お笑い芸人大集合

　２月１２日、まなび広場にいみで、人

気漫才師らによるステージ「お笑い芸

人大集合」が開かれ、１,０００人が来場し

ました。テレビなどで活躍中の陣内智

則さんや、若手漫才コンビのブラック

マヨネーズなど７組が次々にコントや

漫才などの巧みな掛け合いを披露し、

会場は爆笑の渦に包まれていました。
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助け合いの
すばらしさを知る
◆ミニサッカー大会

　２月１１日、新見市民体育館で「友・

遊、いきいきミニサッカー」が開催さ

れ、市内外から小中学生約３７０人が参

加しました。これは誰でも楽しめるミ

ニサッカーを通して、サッカーの楽し

さと、助け合い協力することのすばら

しさを体感することを目的に、備北青

年の家が毎年開催しているものです。

出場した子どもたちは、保護者や友だ

ちからの声援を受けながら相手ゴール

に攻め入っていました。

昔話で郷土愛育む
◆民話のつどい

　２月５日、きらめき広場・哲西で

「民話のつどい」が開催されました。

これは日本一の民話の語り部と言われ

た故・ 賀  島  飛  左 さん（哲西町大野部）
か しま ひ さ

を顕彰するとともに、郷土愛を育むた

めに催されたもので、地元の幼稚園児

や小学生が、民話劇や紙芝居風アニメ

などを披露しました。子どもたちのか

わいらしい演技や本格派の新見弁に、

笑いと拍手が絶えませんでした。

自然の
すばらしさを体験
◆源流自然学校

　２月４・５日の両日、大佐大井野地

域で、登山家の辰野勇氏を講師に招

き、源流自然学校が開かれました。初

日はかまくら（イグルー）を作り、参

加者のほとんどがその中で一夜を過ご

しました。また、翌日は白銀の大佐山

で、スノーシュートレッキングを行い

ました。参加した人たちは、真冬にか

まくらの中で寝るという体験に大変満

足していました。
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③
老
化
に
よ
る
難
聴
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

老
化
と
と
も
に
お
き
る
難
聴
は
自
分
で
は

気
づ
き
に
く
い
も
の
で
す
。
高
血
圧
・
糖
尿

病
な
ど
が
あ
る
人
は
加
齢
に
よ
る
影
響
も
受

け
や
す
い
の
で
、
病
気
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的
に
聴
力

検
査
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
健
康
づ
く
り
課

い
ま
す
。
耳
た
ぶ
も
体
温
を
調
節
を
す
る
た

め
、
早
く
熱
が
逃
げ
る
よ
う
冷
え
や
す
い
構

造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

耳
の
健
康
に
つ
い
て

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　

と
く
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
・
Ｂ
６
・
Ｂ　

は
１２

神
経
の
老
化
予
防
に
効
果
的
で
す
。
積
極
的

に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

小
麦
胚
芽
・
う
な
ぎ
・
胚
芽
米
・

豚
肉
・
落
花
生
な
ど

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６

　

ま
ぐ
ろ
・
さ
ん
ま
・
さ
け
・
さ
ば
・

　

鶏
レ
バ
ー
・
バ
ナ
ナ
な
ど

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ　
１２

　

あ
さ
り
・
か
き
し
じ
み
・
さ
ん
ま
・

　

鶏
レ
バ
ー
な
ど

②
耳
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス
テ
レ
オ
な
ど
に
よ
る
難
聴

が
増
え
て
い
ま
す
。
音
量
を
ほ
ど
ほ
ど
に
し

て
、
聞
く
時
間
に
も
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 耳の健康について

普
段
あ
ま
り
意
識
し
な
い
耳
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●献血

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。
※身分確認ができる物を持参してください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

支局受付時間会　　場曜日月　日

神郷
１０：００～１０：３０

新 郷 市 民 セ ン タ ー
（旧：役場新郷支所）

月３月１３日
１１：３０～１２：３０神 郷 保 健 セ ン タ ー

新見１４：３０～１６：0０新 見 郵 便 局

哲多
１１：３０～１３：００哲 多 総 合 セ ン タ ー

水３月２９日
１４：３０～１５：３０健 康 の 森 学 園

　

最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
メ
デ
ィ
ア
も
増

え
て
き
て
、
家
庭
ば
か
り
で
な
く
、
外
出
時

や
車
の
中
な
ど
で
手
軽
に
音
楽
が
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
で
は
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
音
を
、
ま
た
、
外
出
時
に
も
数
多
く

の
騒
音
を
無
意
識
の
う
ち
に
耳
に
し
て
お

り
、
一
日
中
何
も
聞
か
ず
に
過
ご
す
事
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
何
気
な
い
音
が
刺
激
と
な
っ

て
、
ス
ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
耳
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

耳
の
こ
と
を 

　

も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

耳
は
音
を
聞
く
器
官
で
、
音
の
強
弱
・
方

向
・
距
離
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
大
切
な
器
官

で
す
。
人
間
の
本
能
と
し
て
危
険
か
ら
身
を

守
る
こ
と
も
こ
の
耳
か
ら
の
情
報
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
耳
に
は
平
衡
感
覚
な
ど
の
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
役
目
が
あ
り
ま
す
。
内
耳
に

あ
る
三
半
規
管
の
リ
ン
パ
液
の
流
れ
具
合
が

神
経
を
通
っ
て
脳
に
伝
わ
り
、
頭
の
位
置
や

動
き
、重
力
の
方
向
を
感
じ
と
っ
て
い
ま
す
。

　

耳
の
外
耳
道
は
、
異
物
の
侵
入
を
防
い
で
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療診療時間はいずれも

午前9時から午後5時までです。

【担当病院・医院】

【内科】
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

【歯科】
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

高尾高西町
介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日（祝祭日を除く）
診療時間：１９時～２１時　診療科目：内科、小児科３月５日（日）

��２１１０新見中央病院新見市

�０８４７７－２－００５４細川医院庄原市

�０８６７－４４－２６７１近藤病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－３３００松坂医院（内）真庭市

�０８６６－５２－９８９８さとう医院（外）真庭市

３月１２日（日）

��０２１４太田病院新見市

�０８４７７－２－００２３瀬尾医院庄原市

�０８６７－５２－１１３３落合病院（内・外）真庭市

�０８６７－６６－３００２遠藤クリニック（外）真庭市

３月１９日（日）

��２１２３渡辺病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－６２－２２２１湯原温泉病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－５０１２杉山医院（内）真庭市

�０８６６－５２－２７０４吉弘クリニック（内）真庭市

３月２１日（火）

��３１０５長谷川紀念病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－４２－０３７１中山病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－２１３３人見医院（内）真庭市

�０８６６－５２－４８３３さくもとクリニック（外）真庭市

３月２６日（日）

��３１０５長谷川紀念病院新見市

�０８４７７－２－００２３瀬尾医院庄原市

�０８６７－４４－３１６１勝山病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－０４９５岸本医院（外）真庭市

�０８６６－５２－２４０３廣恵医院（内）真庭市 ●健康相談

※なお、新見支局（新見市保健福祉センター）では随時行っ
ています。

支局受付時間会　　場曜日月　日

哲西

９：３０～１５：００

哲西支局市民福祉課相談室金３月３日

大佐おおさ総合センター水３月８日

神郷神郷保健センター金３月１７日

哲多哲多総合センター火３月２８日

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１４年８月生１３：００～１３：３０保健福祉センター水３月１５日

●2歳6 ヶ月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１５年８月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火３月７日

●1歳6 ヶ月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年８月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月３月２０日

●乳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年５月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火３月１４日

●離乳食教室
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年７･８月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月３月１３日

（変更前）１８年３月６日�→（変更後）１８年３月２３日�
対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳

●ひよこクラス ※日程が変更になっています。
時　　間会　　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００保健福祉センター木３月２３日
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I
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M
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N

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

人
の
集
い

　

高
齢
者
の
介
護
に
あ
た
っ
て
い

る
家
族
介
護
者
の
集
い
を
開
催
し

ま
す
。

　

介
護
者
が
相
互
に
交
流
を
図

り
、
介
護
の
疲
れ
を
癒
し
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　

三
月
十
五
日
�

　

十
時
〜
十
六
時

■
会
場

　

新
見
千
屋
温
泉「
い
ぶ
き
の
里
」

※
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
庁
舎
向
か
い
側
）
に
集
合

■
対
象

・
高
齢
で
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た

り
、
寝
た
き
り
の
ご
家
族
を
介

護
し
て
い
る
人

・
認
知
症
の
ご
家
族
を
介
護
し
て

い
る
人

■
定
員　

二
十
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
内
容

　

温
泉
入
浴
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

座
談
会
、
家
族
介
護
教
室

■
参
加
費

　

無
料
（
昼
食
代
は
各
自
負
担
）

■
申
込
締
切

　

三
月
十
日
�

■
そ
の
他

・
タ
オ
ル
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

・
開
催
日
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
つ
い
て
は
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
長
寿
社
会
係

　

（
�
�
６
１
２
５
）

水
力
発
電
施
設
の
見
学
と

桜
見
物

　

県
企
業
局
新
見
発
電
所（
金
谷
）

で
は
、
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、
場

内
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
水
力
発

電
施
設
の
見
学
と
桜
見
物
を
同
時

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
初
日
に
は
「
新
見
発
電

所
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
開
催
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
開
放
期
間

　

三
月
二
十
六
日
�

　

〜
四
月
十
四
日
�

　

九
時
〜
十
七
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
企
業
局
新
見
発
電
所

　

（
�
�
８
４
４
５
）

予
備
自
衛
官
補
採
用
試
験

　

防
衛
庁
で
は
、
予
備
自
衛
官
補

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
高
梁
募

集
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
予
備
自
衛
官
補
採
用
試
験

　

自
衛
官
未
経
験
者
を
試
験
に
よ

り
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用

し
、所
定
の
教
育
訓
練
終
了
後
、

予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
す
る

陸
上
自
衛
隊
の
制
度

■
試
験
日

　

四
月
十
五
日
�
〜
十
七
日
�
ま

で
の
い
ず
れ
か
指
定
す
る
一
日

■
採
用
区
分

　

一
般
お
よ
び
技
能
に
よ
る
採
用

■
受
験
資
格

【
一
般
】

　

十
八
歳
以
上
三
十
四
歳
未
満
の

男
女

【
技
能
】

　

十
八
歳
以
上
で
、
技
能
に
応
じ

て
五
十
三
歳
か
ら
五
十
五
歳
未

満
の
男
女

■
受
付
期
間

　

四
月
七
日
�
ま
で

■
合
格
発
表

　

五
月
二
十
四
日
�

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
岡
山
地
方
連
絡
部
高
梁

募
集
事
務
所

 　

（
�
０
８
６
６
�
２
２
�
２
３

１
４
・h

ttp
：

//w
w

w
１５

.ocn
.

n
e.jp/~taka２３

/

）

三
月
は
青
少
年
健
全
育
成 

強
調
月
間
で
す

　

県
な
ど
で
は
、
青
少
年
の
社
会

参
加
と
健
全
育
成
の
推
進
に
向

け
、「
〜
で
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、

た
す
け
あ
い
〜
」
を
統
一
テ
ー
マ

と
す
る
「
お
か
や
ま
青
少
年
さ
ん

あ
い
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
運
動
は
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
「
青
少
年
と
気
軽
に
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
」「
青
少
年
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ふ
れ
あ
い
を

進
め
る
」「
青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
県
民
総
ぐ

る
み
で
展
開
す
る
も
の
で
す
。

おおおおおおおお

しししししししし

らららららららら

せせせせせせせせ

お

し

ら

せ
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おしらせ

す
。（
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
の

人
が
一
年
分
の
自
動
車
税
を
負

担
）

　

な
お
、
年
度
の
途
中
で
抹
消
登

録
を
し
た
際
は
、
今
ま
で
ど
お
り

月
割
計
算
に
よ
り
、
そ
の
年
度
分

の
自
動
車
税
を
納
付
し
た
都
道
府

県
か
ら
、
当
該
自
動
車
税
の
納
税

義
務
者
（
移
転
登
録
の
場
合
は
前

所
有
者
）
に
対
し
還
付
さ
れ
、
新

規
登
録
の
際
は
、
月
割
計
算
に
よ

り
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
２
４
６
）

　

岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

　

（
�
０
８
６
�
２
７
３
�
９
２
９
５
）

原
付
・
軽
自
動
車
の 

廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
所
有
者
に
か
か
り
ま

す
。

　

軽
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車

を
廃
車
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
四
月
一
日
ま
で

に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
四
月
二
日
以
降
に
手
続
き
を

し
て
も
、
平
成
十
八
年
度
の
税
金

は
か
か
り
ま
す
。）

　

な
お
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

つ
け
た
ま
ま
解
体
業
者
に
出
し
た

な
ど
の
理
由
で
、
車
両
は
所
有
し

て
い
な
い
が
登
録
が
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
早
め
に
税
務
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

①
原
動
機
付
自
転
車
（
一
二
五
�

未
満
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
作
業
用
）

　

市
税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

②
軽
二
輪
・
小
型
二
輪
車
（
一
二

五
�
を
超
え
る
）

　

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

　

（
岡
山
市
藤
原
二
四
�
一
・
�

０
８
６
�
２
７
３
�
２
１
１
１
）

③
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事
務
所

　

（
岡
山
市
久
米
一
七
八
�
三
・

�
０
８
６
�
２
４
５
�
３
６
０

０
）

●
農
耕
作
業
用
自
動
車
の
未
登
録

も
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

　

農
耕
作
業
用
自
動
車
（
コ
ン
バ

イ
ン
、
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

や
小
型
特
殊
自
動
車
（
乗
用
運
搬

車
な
ど
）
を
お
持
ち
の
人
で
、
登

録
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
か
っ
た

り
、
買
い
替
え
や
廃
車
な
ど
を
し

た
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。
早
め

に
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

 
（
�
�
６
１
１
７
）

　

と
り
わ
け
三
月
は
、
青
少
年
に

と
っ
て
卒
業
や
進
学
、就
職
な
ど
、

生
活
に
変
化
が
現
れ
る
重
要
な
時

期
で
す
。
家
庭
で
の「
ふ
れ
あ
い
」

を
大
切
に
し
て
、
み
ん
な
で
こ
の

運
動
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
県
で
は
こ
の
運
動
の
輪

を
広
げ
る
た
め
、
率
先
し
て
実
践

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

「
青
少
年
さ
ん
あ
い
行
動
隊
」を
結

成
し
て
い
ま
す
。
行
動
隊
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
青
少
年
課

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
３

１
４
）

自
動
車
税
の
取
り
扱
い
が
平
成

　

年
度
分
か
ら
変
わ
り
ま
す

１８
　

平
成
十
七
年
度
分
の
自
動
車
税

ま
で
は
、
引
っ
越
し
や
車
の
売
買

な
ど
で
「
岡
山
ナ
ン
バ
ー
」
か
ら

「
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
」
に
変
更
・

移
転
登
録
を
行
う
際
、
岡
山
県
か

ら
月
割
計
算
で
自
動
車
税
を
還
付

し
、
転
出
先
の
県
で
月
割
課
税
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
年
度

途
中
に
自
動
車
の
変
更
・
移
転
登

録
を
行
っ
て
も
、
自
動
車
税
の
月

割
計
算
は
行
わ
ず
、
転
出
元
で
の

還
付
や
転
出
先
で
の
課
税
は
発
生

し
な
い
取
り
扱
い
に
変
更
さ
れ
ま

◆面　積　793.27km2

◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36,799人（－４８人）
　　　男　17,530人（－２１人）
　　　女　19,269人（－２７人）
　出生…１９人　　転入…３６人
　死亡…５１人　　転出…５２人
　　　世帯数　１２,７５３世帯（＋２１世帯）
　（平成１８年１月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■国民健康保険税＜９期＞
■介護保険料普通徴収
　（納付書で納める場合）＜９期＞

■納付期限／3月31日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料
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おしらせ

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た 

あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
ご
家
族
の

人
た
ち
に
対
し
て
、
被
害
者
の
視

点
を
大
切
に
し
た
相
談
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、
勇
気
を
出
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
内
容

に
つ
い
て
は
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
。

■
お
か
や
ま
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー

ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ

【
電
話
相
談
受
付
時
間
】

　

毎
週
土
曜
日

　

十
時
〜
十
六
時

　

（
年
末
年
始
は
休
み
）

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談
は
二
十
四
時
間
受

け
付
け
て
お
り
、
回
答
は
一
〜
二

日
後
に
な
り
ま
す
。

【
相
談
先
】

　

お
か
や
ま
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー

ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ

　

（
�
０
８
６
�
２
４
５
�
７
８

３
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
�
２
２

６
�
６
１
６
１
・h

ttp://w
w

w
17.ocn

.n
e.jp/ ~fam

ilies/

）

■
�
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

お
か
や
ま
（
Ｖ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

【
電
話
相
談
受
付
時
間
】

　

毎
週
水
・
土
曜
日

　

十
三
時
〜
十
六
時

　

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
子
メ
ー
ル
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
相
談
先
】

　

�
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　

ー
お
か
や
ま
（
Ｖ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

　

（
�
０
８
６
�
２
２
３
�
５
５

６
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
�
２
２

３
�
５
５
６
４
・
電
子
メ
ー
ル

vsco-sou
dan

@
kiram

eki-pl
z.com

・
h

ttp://vsco.in
fo/

）

Ｉ
Ｃ
旅
券
が
導
入
さ
れ
ま
す

　

三
月
二
十
日
の
申
請
受
付
分
か

ら
、
所
持
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

顔
写
真
な
ど
を
Ｉ
Ｃ（
集
積
回
路
）

に
電
磁
的
に
記
録
し
た
パ
ス
ポ
ー

ト
（
通
称：

Ｉ
Ｃ
旅
券
）
が
導
入

さ
れ
ま
す
。 

　

こ
れ
に
よ
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

偽
変
造
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
困
難

に
な
り
、
他
人
に
よ
る
不
正
使
用

を
防
ぐ
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
旅
券
が
導
入
さ
れ
て
も
現

在
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
問
題
な
く
使

用
で
き
ま
す
が
、
希
望
す
る
人
は

残
り
の
有
効
期
間
に
か
か
わ
ら

ず
、
Ｉ
Ｃ
旅
券
へ
の
切
り
替
え
が

可
能
で
す
。（
た
だ
し
手
数
料
が
必

要
）

　

申
請
手
続
き
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
手
数
料
が
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
の
実
費
分
と
し
て
千
円
値

上
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請

書
に
貼
り
付
け
る
写
真
の
規
格
が

変
わ
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
強
い
衝
撃
や

高
温
、
磁
気
に
弱
い
性
質
が
あ
る

た
め
、
取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。く
わ
し
く
は
、パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

（
�
０
８
６
�
２
５
６
�
１
０

０
０
）

不
正
軽
油
を
追
放
し
よ
う

　

不
正
軽
油
は
、
正
常
な
軽
油
の

流
通
と
公
平
な
課
税
を
阻
害
す
る

も
の
で
す
が
、
環
境
保
全
の
面
か

ら
も
大
気
汚
染
や
硫
酸
ピ
ッ
チ
の

不
法
投
棄
に
つ
な
が
る
な
ど
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

県
で
は
不
正
軽
油
を
な
く
す
た

め
、監
視
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

関
係
団
体
な
ど
に
よ
る
「
岡
山
県

不
正
軽
油
対
策
協
議
会
」
を
組
織

し
、
官
民
あ
げ
て
不
正
軽
油
の
撲

滅
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
製
造
・
販
売
・
使

用
に
関
す
る
情
報
は
、
不
正
軽
油

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
�
０
１
２
０
�

６
２
９
�
１
１
０
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課 

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
２
４
６
）

行政地区総代のみなさんへ
　行政地区総代・代表のみなさんには、この１年間、市からの
連絡事項や広報紙の配付などいろいろとお世話いただき、誠に
ありがとうございました。
　４月から新年度になりますが、引き続いてお世話いただく人、
新たにお引き受けいただく人も、このたび、お送りしている
「行政地区総代選任届」の提出をお願いします。

■提出期限　３月１５日�
■提出先　　各支局総務企画課または各市民センター・連絡所

■問い合わせ先

　新見支局総務企画課（��６２０８）

　大佐支局総務企画課（��２１１１）

　神郷支局総務企画課（��６１１１）

　哲多支局総務企画課（��２１１１）

　哲西支局総務企画課（��２１１１）
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茶
道
は
古
く
は
茶
の
湯
と
呼
ば
れ
、
明
治
時
代

以
降
茶
道
と
い
う
呼
称
が
一
般
化
し
ま
し
た
。
茶

の
湯
と
は
本
来

抹
茶
を
飲
み
楽

し
む
こ
と
で
、

そ
れ
を
楽
し
む

た
め
に
、
お
茶

道
具
を
楽
し
む

工
芸
の
文
化
、

抹
茶
と
と
も
に

い
た
だ
く
和
菓

子
や
茶
懐
石
な

ど
の
食
文
化
、

さ
ら
に
茶
室
や

●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００
●一日消防署長委嘱式 新見消防署 ８：１５～
●にいみ雛まつり（５日まで）
　大池邸、御殿町センター １０：００～１７：００

水３/１

木２
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター（金谷） １０：００～１５：００金３

●これからのライフスタイル講座
　まなび広場にいみ １４：００～１６：００土４

日５
●心配ごと相談 哲多総合センター ９：３０～１２：００
●心配ごと相談 萬歳市民センター ９：３０～１２：００
●心配ごと相談 新砥市民センター ９：３０～１２：００

月６

●心配ごと相談
　きらめき広場・哲西 １０：００～１５：００火７

●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００水８

木９

金１０

土１１
●国際交流ふれあいデイ
　新見公立短大体育館 ９：００～日１２

月１３

火１４
●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００
●法律相談（要予約）
　総合福祉センター １０：００～１５：００
●合同相談 足立会館 １０：００～１５：００
●高齢者を介護している人の集い
　新見千屋温泉いぶきの里 １０：００～１６：００

水１５

木１６
●介護者の集い
　神郷地域福祉センター １０：００～１５：００金１７

●大佐文化協会発表会（１９日まで）
　おおさ総合センター ９：００～土１８

日１９

月２０

火２１
●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００水２２

木２３

金２４
●人権啓発講演会
　おおさ総合センター １３：３０～１５：００土２５

日２６

月２７

火２８
●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００水２９

木３０

金３１

土４/１

日２

月３

火４
●心配ごと相談 総合福祉センター １０：００～１５：００
●心配ごと相談 哲多総合センター ９：３０～１２：００
●心配ごと相談 萬歳市民センター ９：３０～１２：００
●心配ごと相談 新砥市民センター ９：３０～１２：００

水５

木６
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター（金谷） １０：００～１５：００金７

行事予定 33月月・・44 月月

新
見
美
術
館
開
館　

周
年
記
念　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
パ
ー
ト
Ⅲ

１５

茶
道
具
名
品
選

　

同
時
開
催　

近
現
代
の
日
本
洋
画

■新見美術館（��７８５１）休館日：月曜日

4月23日(日)
まで開催

新
美術

見
館

書図 館

●哲西図書館（��２１１０）
　こども映画会
　　�月��日�　��：��～
　　「シャーク・テイル」
　おはなし会と工作
　　�月��日�　��：��～
　■休館日　なし
　※図書館利用者のための乳幼児
一時あずかりは、第�・第�火曜
日の��：��～��：��

●おおさ総合センター図書コーナー
　（��２３０４）
　■休館日　毎週月曜日

●やまびこ広場神郷図書コーナー
　（��６１１０）
　■休館日　毎週木曜日・��日

●新見図書館（��２８２６）
　早春特別大衆歴史講座第２回目
　　�月�日�　��：��～
　　　内容：「歯ぎしりしなかっ

た世話女房 山内一
豊の妻 千代」

　　　講師：石本 彰（元岡山大
学教育学部委託講
師）

　ブックスタート
　　�月��日�　乳児健康診査時
　　　会場：保健福祉センター

（金谷）
　　　対象：乳児（平成��年�月

出生児）と保護者
　こども映画会
　　�月��日�　��：��～
　　　「新ちゃんがないた」
　春休みこどもお楽しみ会
　　�月��日�　��：��～
　　　絵本の読み聞かせ・紙芝居・

工作など
　■休館日　�日・��日・��日・
��日・��日・��日

露
地
な
ど
の
住
ま
い
の
文
化
と
点
前
作
法
な
ど
、

様
々
な
生
活
文
化
が
発
達
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
の
第
三
弾

と
し
て
お
茶
道
具
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
水
指
、

茶
碗
、
釜
、
茶
杓
、
茶
入
、
棗
な
ど
の
名
品
五
十

五
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
、
児
島
虎
次
郎
、
小

林
和
作
か
ら
笠
井
誠
一
、
小
杉
小
二
郎
ら
近
代
か

ら
現
在
活
躍
中
の
洋
画
家
作
品
も
併
せ
て
展
示

し
ま
す
。

●観覧料　一般…４００円　中高生…２５０円　小学生…１５０円
※ただし、市内の小中学生は無料

　

４
月　

日
ま
で
、
新
見
市
が
本
年
度
購
入
し

23

た
平
山
郁
夫
画
伯
作
「
薬
師
寺
の
夕
」
を
特
別

公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

初代三浦竹軒
《仁清写色絵菊水水指》

笠井誠一
《ポットとグロリオサ》



この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

古紙パルプ配合率１００％
再生紙を使用しています。

★４月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、３月１５日までに企画課企画広報係（��６１１４）にご一報ください。

今今
月月
、、
満
１
歳
に
な
る

満
１
歳
に
な
る

子
ど
も
た
ち
で
す

　

子
ど
も
た
ち
で
す
。。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

　
　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

大
き
く
な
っ

　

大
き
く
な
っ
て
ね
て
ね 
！！
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■編集／新見市報道委員会
■発行／新見市
　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　��6114
■ホームページ
　http://www.city.niimi.okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

平成１８年３月１日　No.１２

 窪  田   煌 也   ちゃん

くぼ た こう や

（金谷／３・３１日生）

 谷  岡 　優   ちゃん

たに おか ゆう

（金谷／３・２７生）

 田  中   菜 月   ちゃん

た なか な つき

（上熊谷／３・１５生）

 神  山   葵 彩   ちゃん

かみ やま あお い

（足見／３・６生）

 杉  本   愛 奈   ちゃん

すぎ もと え な

（哲西町八鳥／３・３０生）

 塚  本   萌 果   ちゃん

つか もと もえ か

（神郷下神代／３・２６生）

 冨  谷   卓 未   ちゃん

とみ や たく み

（長屋／３・１０生）

 藤  井  俊真    ちゃん

ふじ い しゅんま

（大佐永富／３・４生）

 黒  田   士 恩   ちゃん

くろ だ し おん

（大佐田治部／３・２９生）

 真  壁  れのちゃん
ま かべ

（新見／３・１８生）

 矢  田  貝   胡 春   ちゃん

や た がい こ はる

（哲西町上神代／３・９生）

 三  上   葉 月   ちゃん

み かみ は づき

（上熊谷／３・４生）

 嶋  田 　惺   ちゃん

しま だ しょう

（神郷下神代／３・２８生）

 横  山   充 樹   ちゃん

よこ やま みつ き

（新見／３・１７生）

 宮  本   紫 桜   ちゃん

みや もと し おん

（上市／３・８生）

 宮  木   巳 嘉   ちゃん

みや き み か

（高尾／３・２７生）

冨繁冨繁  咲 良   ちゃん

さ ら

（（高尾／高尾／３・１７生）

●だんだんと春っぽくなってきました。新

見で春を感じることができる花としては、

「アテツマンサク」がよく知られています。

これは日本の植物学の父と言われている牧

野富太郎博士が、大正３年に新見の黒髪山

で新種として発見し命名したものです。２

月下旬から３月上旬にかけて、市内の自生

地で小さな黄色い花を咲かせ春の訪れを知

らせてくれます。

●２月１７日、哲多中学校で２年生を対象に

「立志の茶会」が行われました。これは体験

的な活動により、立志の心構えを持つことが

できるよう茶会を開いたもので、講師の指導

のもと、生徒自ら点てたお茶が保護者らにふ

るまわれました。

とみ しげとみ  しげ
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